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写真1．ダイサギとカワウ　2012.10 当別川下流河川敷
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　水辺の鳥が好きな私は、自宅に近くてすぐ行ける水域
をよく回ります。同じようなところを長年回っている
と、かつてはあまり見られなかった種類の鳥だけれども
最近は普通に見られるようになってきているものが少な
からずいることに気づかされます。そのような鳥のうち
から今回はカンムリカイツブリ、カワウ、ダイサギ、オ
オバンの４種について、野鳥関係資料を合わせ見ながら
過去と現在をみてみます。学術報告のようなものではな
いので、関係資料の多くは出典を示していないことをご
了承ください。

ダイサギ
　シギ・チドリの季節がそろそろ終盤を迎える９月下
旬、いしかり調整池では「今日はもうダイサギしかいな
い」とまで言われるようになってきているダイサギです
が、そんな時でも50羽近くいることはここ数年では決し
て珍しいことではありません。いしかり調整池のダイサ
ギについては北海道野鳥だより第206号（2021）に書いてあ
ります。ちなみに1978年に発行された「北海道の野鳥」
（北海道新聞社）には載っていません。掲載可能な写真
がまだなかったためでしょうか。
　1992年11月28日の北海道新聞には「札幌にダイサギ―
創成川に純白の羽休める」という記事が掲載されていま
す。写真撮影者は北海道野鳥愛護会（以下、愛護会）会
員の新城久さんです。この記事には「北海道は生息域か
ら外れており、発見されても迷鳥扱い」という野鳥関係

少なかった鳥が普通に見られる今　　　札幌市北区　樋口　孝城

越冬したソデグロヅル　ナベヅルと行動も　　紋別市　大館　和広

美瑛岳で保護したコシジロアジサシの放鳥

　環境省東川管理官事務所　アクティブ・レンジャー　渡邉あゆみ

日高の浦河沖でアホウドリとコアホウドリの観察

　　　　　　　　　　　　浦河探鳥クラブ事務局長　武内　秀仁

【野鳥情報コーナー】

　札幌のデントコーン畑にタンチョウ　札幌市北区　辻　　雅司

　伊達で亜種シロオオタカを観察　　　　　伊達市　鈴木　　守

2022年度　北海道野鳥愛護会探鳥会記録（2022．4～2023．3）

2023年度総会報告

探鳥会ほうこく/表紙の鳥

環境変化に伴う植苗ウトナイ探鳥会の終了に寄せて　　　日本野鳥の会苫小牧支部長   鷲田　善幸

探鳥会あんない/鳥民だより

※本誌に掲載する写真のカラー版は、当会ホームページ（https://aigokai.org）で閲覧することができます。

者によるコメントが付けられています。その後徐々に北
海道各地での目撃が増えてきており、悪天候などによる
本州方面からの迷行ということでは説明できないような
状況になってきました。
　北海道におけるダイサギの増加は、極東ロシアの沿海
地方などで繁殖し、本州方面で越冬する亜種オオダイサ
ギが渡りの途中で北海道を通るようになってきたためと
思われます。冬季、本州までに行かないで北海道で冬を
越すものも出てきたようです。この傾向は今後も続くの
ではないでしょうか。ただ、北海道には渡りの途中や越
冬のために立ち寄るだけのことから、今のところ繁殖す
るということにはならないだろうと思っています。

少なかった鳥が普通に見られる今
札幌市北区　樋口　孝城
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写真3．カンムリカイツブリ　2017.8 札幌市モエレ沼

写真2．オオバン　2017.7 札幌市モエレ沼

カワウ
　写真１は2012年秋に石狩川と当別川の合流点付近の水
場にいたダイサギとカワウです。こんな光景が見られる
ことは2000年以前には思いもよらぬことでした。
　北海道には縁のない鳥とされていたカワウが群れとな
って飛来・目撃されるようになってきたのは2000年ごろ
からです。私の感覚としては、ダイサギのように初めは
ごく少数から年とともに徐々に増えてきたという経過で
はなく、いきなり群れで飛来ということが多かったよう
です。初期は各地を通過というのが野鳥観察者の話題に
なったのですが、そのうちに渡島、宗谷、オホーツク、
釧路管内などで繁殖地も確認されるようになりました。
ほとんどいなかった状態から、あちこちでの繁殖まで、
極端に言うとあっという間の出来事です。
　悩ましいのはウミウとの識別が困難な場合があること
です。最大の識別ポイントである嘴基部・口角付近の形
状は近距離からはほぼ間違いなく見分けられますが、遠
距離からは困難です。でも、春から秋、川や湖にたくさ
んいるのはカワウだろうと、かなりいい加減な感じで見
ています。石狩川河口あたりではどうやらカワウとウミ
ウが混在している様子です。かつてはウがいたらウミウ
としておけばよかったのですが、近年は遠距離の場合に
は識別名人の判断に依存しなければならないようです。

オオバン
　1977年から開催されている愛護会の11月のウトナイ湖
探鳥会記録を見ると、オオバンの記録は2000年以前には
1982年と1996年の２回しかありません。10回（10年）に
１回という程度です。これが2000年代に入ると、ほぼ毎
回（毎年）に近くなっています。個体数の記録はありま
せんが、このあたりでオオバンが増えてきたとみなせま
す。

　愛護会のモエレ沼探鳥会が初めて開催されたのは2007
年４月で、もう普通にいたのですが数はせいぜい10羽程
度で、オオバンがいたということで参加者に喜ばれる存
在だったような記憶があります。その後、年とともに増

えてきました。少数ですが繁殖も行われるようになりま
した（写真２）。今や北海道でのオオバンの繁殖はごく普
通のことになってきたようです。秋になるとモエレ沼で
は数百羽ほどが見られます。場所によってはオオバンだ
らけという光景も珍しくありません。繁殖期には各地に
散らばっていたものが秋の渡りを前にして集まってくる
のでしょう。
　越冬個体も随分と増えてきたような感じです。主に水
生植物を食べるので、河川・湖沼の不凍域であれば餌は
採れそうです。全国的な個体数の増加や分布域の北上は
地球温暖化のためということがよく言われますが、現段
階ではあくまで考えられる要因の一つという程度にとど
めておいた方がいいのではと考えます。

カンムリカイツブリ
　かつては冬鳥として少数が飛来していた程度でした。
1990年代、ウトナイ湖の資料によると11月頃にたまたま
見られる程度で、数十年前にはかなり少なかったようで
す。増えてきたと私自身が感じ始めたのは10年ほど前か
らの冬の石狩湾新港においてです。近年は港湾内のあち
こちで全部合わせると数十羽はいる感じです。冬期間は

冬羽なので目立ちませんが、３月下旬ころには夏羽個体
も出始め、春を感じさせてくれます。このころからは石
狩川下流域でも随分と見られます。本州方面で見られる
千羽単位の群れには遠く及びませんが、１羽見ただけで
喜んでいた過去とは大きな違いです。
　野鳥だより第187号（2017）に掲載された中田達哉さん
による「江別市越後沼でカンムリカイツブリの繁殖を確
認」によると、北海道での初めての繁殖確認は2016年の
サロベツ湿原のことだそうです。つい最近といっていい
かもしれません。モエレ沼での繁殖は2017年です（写真
３）。高島均さんによる宮島沼での幼鳥の写真は野鳥だよ
り第210号（2022年）の表紙を飾りました。増えてきたと
いうことがそのまま繁殖につながるわけではありません
が、将来的にあちこちで繁殖し、あの独特なゼブラ模様
の幼鳥が見られるようなることを楽しみにしています。

北海道野鳥だより  第212号（2023）
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写真1. 越冬したソデグロヅル　2023.3.3 湧別町

写真2. ソデグロヅル　2023.4.8 湧別町

写真3. ソデグロヅル（右）とナベヅル　2023.4.27 湧別町

　2022年12月に３日間、紋別市のコムケ湖に出現したソ
デグロヅル（北海道野鳥だより211号に掲載）の消息は気
になっていたものの、どこからも情報がありませんでし
た。常識的には釧路管内鶴居村とか大雪山を越えて十勝
へなどと予想はしましたが、インターネットで検索して
もヒットしませんでした。
　2023年２月下旬に、湧別川で撮影されたようだとの情
報が入りました。えー？見てませんよ私は、というのは
私のフィールドはコムケ湖ですけれど、冬はハクチョウ
とワシの越冬状況を観察するために、隣町のオホーツク
管内湧別町の湧別川河口付近まで出かけるのが常となっ
ているからです。この時期、湧別川は鳥の入る場所は限
られてますので、そこを見ると大体把握できるはずです
から。
　それからも範囲を広げて見てましたが全然出会えませ
んでした。諦めていた３月３日、湧別町内の農家の飼料
に付いていたハクチョウの群れをカウントしようとフィ
ールドスコープをのぞくと、え？紅い脚？ ソデグロヅル
（写真１）でした。真白な雪の中で見るのはそれは美し
かったのでした。もしかして日本で雪とソデグロヅルな
んて撮影されたの初めてでないの？と思いました（まあ
威張る訳ではありませんけど）。

　それからも出かけるたびに探しましたが出会えず、４
月に入ってガンの確認で走っていた時です。いましたよ
ー、そうここに居たの、ここがお気に入りなのね。
　ソデグロヅル（写真２）は３月とは別の農家の畑のデ
ントコーンのサイレージに付いていました。農作業をし
ていた人に聞くと３月中旬から１羽で来ていたとのこ
と、その後にハクチョウとガンが来たようです。それか
らコムケに行くたびに立ち寄りました。ソデグロヅルは
いつもそこにいて、色々な姿を見せてくれました。鳴き
声も何度か聞けました。タンチョウがトランペットなら
ソデグロヅルはホルンのような丸くやわらかな声でした。

　風の強かった４月27日、いつもと同じように見に行く
と何かが飛びました。何とナベヅル（成幼不明）でし
た。続いてソデグロヅルも飛び上がったのを見て、移動
の時期が近いことを感じました（写真３）。そして29日が
終認になりました。この間10回以上もソデグロヅルを見
ましたが、これほど多くソデグロヅルを見た人は私だけ
かもしれません（べつに威張る訳ではないですけど）。

　その後の５月３日にコムケ湖にマナヅル亜成鳥が１羽
飛来し、私は４日に確認できました。昨年９月から、カ
ナダヅル、ソデグロヅル、ナベヅル、マナヅルそしてタ
ンチョウと短期間で５種のツルをコムケ湖周辺で見るこ
とができたことに強運を感じます（べつに威張る訳では
ありませんけど）。
　湧別のこの辺りは不思議なところで、ミヤマガラスが
毎年来ますし、コクマルガラスやホシムクドリも見てい
ます。近年ミヤマガラスは周辺で越冬しているようです
が詳しい調査はしてません。このソデグロヅルの塒は不
明でしたが、湧別川河口域で越冬したと推測します。

紋別市　大　館　和　広
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越冬したソデグロヅル　ナベヅルと行動も
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写真1. 保護されたコシジロアジサシ　2022.9.21 美瑛岳

写真2. 筆者が放鳥を試みたが…　2022.9.22 東川町

写真3. 苫小牧市内の水辺での放鳥　2022.9.30
　　　 ウトナイ湖野生鳥獣保護センター撮影

　2022年９月21日、大雪山国立公園の鳥獣保護区管理員
の柳田和美さん（日本野鳥の会旭川支部長）が上川管内
美瑛町の望岳台登山口から４時間ほど登った美瑛岳東斜
面を巡視中に登山道上で動かなくなっているコシジロア
ジサシの幼鳥（写真１）を発見しました。
　ケガをしていたり、弱っていたりしている個体がいて
も、野生動物の保護には法的な制約がありますが、環境
省から国指定鳥獣保護区内の密猟防止パトロールや鳥獣
の生息概況調査等を委嘱している鳥獣保護区管理員には
「傷病による保護を要する鳥獣の保護」が認められてい
ます。

　この個体は激しい衰弱ではなく、翼をバタバタするも
のの飛び立たない状態でした。柳田さんは強制給餌をし
たら元気になりそうと保護し、山の上から当所（環境省
東川管理官事務所）に電話を入れてくださり、登山口で
引き渡してもらうことになりました。
　世界には１万種もの野鳥が生息していると言われてい
ますが、私が同定できる種は大雪山でよく見られるほん
の十数種。コシジロアジサシは見たことはもちろん、聞い
たこともない鳥です。幼鳥にとってもはじめての渡りで、
群れから離れ、さぞ心細かったことでしょう。不憫で一
刻も早く渡りのルートへ戻ってもらいたいと思いました。
　一晩、上川管内東川町にある事務所の玄関の段ボール
の中で過ごしたコシジロアジサシ。心配しながら翌朝、
段ボールを覗くと、キョロキョロと周囲を伺う様子が元
気そうに見えたので、東川町内の水辺での放鳥を試みま
した（写真２）。
　しかし、翼はバタバタするものの飛び立たず、自ら歩
いて川に入って、しばらく川辺に浮かんでから、陸に戻
ってきてしまうことを繰り返し、最終的に川岸にうずく
まってしまいました。このままだと飛ぶことも、泳ぐこ
とも、自力で餌を取ることもできず、衰弱が進んでしま
います。

　保護時に柳田さんが考えた通り、強制給餌で体力を戻
してもらった方が良いと判断し、環境省と苫小牧市が共
同管理しているウトナイ湖野生鳥獣保護センターに運
び、リハビリに励んでもらうことにしました。
　センターでは獣医師に診てもらいながら強制給餌で体
重を増やし、無事に体力を回復させました。リハビリゲ
ージでは飛翔傾向が見られ、徐々に飛翔距離が長くなっ
たため、８日間のリハビリ生活の後、苫小牧市の水辺で
放鳥され野生に帰っていきました（写真３）。

　収容したときは全く飛べなかったため、元気そうに飛
んでいる動画を見て感動しました。
　コシジロアジサシはアラスカ沿岸等で繁殖期を過ごす
そうですが、それ以外の季節をどこで過ごしているかわ
からない、まだまだ謎が多い鳥なのだそうです。
　あんなに軽くて小さな身体で厳しい試練が待ち受ける
自然界に帰っていく野生の凜々しさ、清々しさに襟が正
される思いがしました。
　どうか無事に目的地にたどり着き、春を迎えています
ように。

環境省東川管理官事務所　アクティブ・レンジャー　渡　邉　あゆみ

美瑛岳で保護したコシジロアジサシの放鳥
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写真1．アホウドリの群れとコアホウドリ（右端）
　　　  黒い個体はアホウドリの幼鳥　2023.4.2 浦河沖

写真2．警戒心が薄く漁船に近寄るアホウドリ
　　　  2023.4.2　浦河沖

図1．浦河町周辺の海域

　2023年４月２日、日高管内浦河町（図１）の沖合40km
の地点でアホウドリ成鳥、幼鳥とコアホウドリが確認さ
れました（写真１）。漁業者が撮影し、浦河探鳥クラブの
会員に情報が伝えられたことで貴重な記録となりました。

　アホウドリは
20年ぐらい前か
ら釧路沖、根室
沖、十勝沖な
ど、道東での記
録は多いようで
す。これらのこ
とから、日高沖
にもおそらくい
るだろうという
推測はできて

も、「死骸が流れ着いたのを知っている」という人がいた
り、「船で沖に出たときに見た」という漁師さんがいたり
という話は耳にするものの、これまで、真偽のほどはは
っきりしませんでした。

　浦河探鳥クラブは2001年に発足しており、それ以降の
観察記録を残していますが、アホウドリの記録は勿論あ
りません。
　さて、今回の確認に至った経緯を述べてみましょう。
浦河探鳥クラブは、グループラインを持っており、定例
や個人の観察結果や情報を共有しています。そのグルー
プラインに４月６日、会員のＳさんから「アホウドリの
確認があったようです」というメッセージが投稿されま
した。
　撮影者は隣の日高管内様似町の漁師Ｎさんです。この
時期、キンキ漁で夜中から出港し、撮影したのは朝の７
時ごろだそうです。
　会員Ｓさんの友人Ａさんが、撮影者Ｎさんと懇意にし
ておられ、ＮさんがＡさんに「天然記念物の鳥らしいよ」
という説明を付けて写真を送り、Aさんが会員のＳさんに

知らせました。グループラインのＳさん情報を見た私
（浦河探鳥クラブ事務局長）が、これはなかなか大きな
出来事だということで直接、漁師のＮさんに連絡を取り
お話を聞かせてもらうとともに写真データを頂くことも
できました。ですから、今回の確認は全くの偶然、そし
て地域のつながりから会員外の人の撮影データが探鳥ク
ラブの手元に届いたということになります。
　撮影者Ｎさんはアホウドリをご存じで、４～５年前か
ら浦河沖で見られるようになったということです。た
だ、昨年まではコアホウドリが群れで10数羽、その中に
２～３羽程度アホウドリが交ざっているという状態だっ
たのが、今年はアホウドリが５羽以上、全身が「黒いの」
（幼鳥）も多く見かけたので、珍しいなと思って撮影され
たようです。  
　例年、時期はいずれも春先で、すぐ近くに近づいても
逃げないそうです。写真２の右下に船べりが写っていま
すので、距離感はイメージできるかと思います。アホウ
ドリの警戒心が薄いという点も納得です。

　今回の件の電話を通してＮさんから「漁師仲間では
『シカベ』という鳥なんだよね」というお話を聞いたと
きは、何のことかわかりませんでした。後になってイン
ターネットの「アイヌと自然デジタル図鑑」で調べてみ
ると、何と、アイヌ語でアホウドリのことを「シカベ」
というらしいことがわかりました。
　町の名「浦河」は「ウララベツ」（霧深き川）、隣町の名
「様似」は「サンマウニ」（朽ち木のある所）、いくつか
説はあるものの、アイヌ語が語源であることは間違いあ
りません。こうした地名だけでなく、生き物の名も脈々
とアイヌ語が生きて伝えられていることにあらためて驚
きと感心を禁じえませんでした。

日高の浦河沖でアホウドリとコアホウドリの観察
浦河探鳥クラブ事務局長　武　内　秀　仁

浦河

襟裳岬太平洋
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aaaaaaaa

　道央圏でタンチョウ繁殖調査が実施され、繁殖分布が
拡大傾向にあると報告されています。私自身も雪解けと
ともに３月中旬から再開した鳥見では、わずか２週間の
間に、苫小牧市ウトナイ湖、千歳市長都沼、私の居住地
の札幌市北区の屯田地区でもタンチョウを観察すること
ができ、生息範囲が広がっていることを実感しました。
　３月25日に知人から屯田にタンチョウがいるよとの連
絡がありました。屯田地区と石狩市の境を流れる発寒川
と新琴似通りが交差している札幌側には、デントコーン
畑が広がっており、一部は刈り残されたままとなってい
ます。タンチョウは写真のように刈り取られたデントコ
ーンの株間に佇んでいました。
　頭部から頸部に幼羽が残っているので亜成鳥でしょう
か。刈り残された実を付けたままのデントコーンがある
ので餌は十分にあり、デントコーンの畝間には安心して
身を隠せるスペースがあり、風や雨もしのげるのでねぐ
らとしても利用できそうです。居心地が良かったのか10
日間ほど逗留していました。どこかで伴侶を見つけ道央
での繁殖につながるとよいですね。
　近くでは片側２車線道路の工事が進められており、農
地を走る間道は狭いので、タンチョウ目当ての人たちが
大勢押し寄せたら困ったことになると思いました。発寒
川堤防では、散歩、ランニング、サイクリングを楽しむ
方が多く、堤防からは遠くになりますがデントコーン畑
は丸見えです。しかし、野鳥に興味のない方々は「こん
な所にもタンチョウがいるのですね」程度の関心の薄さ
で、情報の拡散はなく心配は杞憂に終わりました。

　2023年３月19日午後１時半ごろ天気も良いので、コク
マルガラスを探しに伊達市長和町の農耕地へ出かけまし
た。当地には年に数回通っています。１時間ほど探して
いると４羽のカラスを見つけ車を止め双眼鏡を覗くと白
っぽい猛禽の姿がありました。もしかするとシロハヤブ
サ？ 写真を撮影し、野鳥のことでお世話になっている方
へスマホでカメラのモニター画像を送ると「オオタカで
すよ…。やけに白いのでシロオオタカかも？ 珍しいので
たくさん撮影した方がいい」と教えていただきました。
　凜々しい姿に鋭い眼光、捕食していたマガンの上に乗
り、カラスの攻撃をかわしながら大きく動くこともなく
静かな時間が流れました。約40分後、対向車の走行音に
驚き飛び去って、その後戻ってくることはありませんで
した。お世話になっている方に再度写真を送り確認して
もらうと「間違いないと思う」と回答いただきました。
　２週間後に別の町でカラーマーカーを付けたマガンを
撮影し、山階鳥類研究所に回収報告をしました。お礼の
メールをいただいた研究員の澤祐介さんに、「珍しい鳥は
記録のために報告した方がよいのか？撮影者が多くな
り、付近の人に迷惑をかけないか？」と、質問しまし
た。澤さんは「その鳥がいなくなってから報告し、記録
を残してはどうでしょう」という返答でした。そこで
「シロいオオタカ」として写真を送ったところ、「亜種シ
ロオオタカの幼鳥」でいいのではと回答いただきました。
　マガンの回収報告と関係ないことを調べていただいた
澤さんに感謝しています。自分でも調べてみたところ、
オオタカの亜種であるシロオオタカは極東ロシアに生息
し、記録数が少ないことから、少しでも資料となればと
正確な場所を示さず報告することにしました。心残りは
動画撮影と飛翔シーンの撮影ができなかったことです。
一期一会の野鳥ですが、いつかまた会えるといいなと思
います。

北海道野鳥だより  第212号（2023）

札幌のデントコーン畑にタンチョウ札幌のデントコーン畑にタンチョウ札幌のデントコーン畑にタンチョウ
札幌市北区　辻　　雅司札幌市北区　辻　　雅司札幌市北区　辻　　雅司

伊達で亜種シロオオタカを観察伊達で亜種シロオオタカを観察伊達で亜種シロオオタカを観察
伊達市　鈴木　　守伊達市　鈴木　　守伊達市　鈴木　　守

亜種シロオオタカ　2023.3.19 伊達市長和町

タンチョウ　2023.3.25 札幌市北区屯田
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キジ科

カモ科

カイツブリ科

ハト科

ウ科

サギ科

トキ科

ツル科

クイナ科

カッコウ科

チドリ科

 シギ科

数
回
録
記
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北海道野鳥だより  第212号（2023）
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地

2022年度　北海道野鳥愛護会探鳥会記録（2022．4～2023．3）
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シジュウカラガン
コハクチョウ
オオハクチョウ
オシドリ
オカヨシガモ
ヨシガモ
ヒドリガモ
マガモ
カルガモ
ハシビロガモ
オナガガモ
コガモ
ホシハジロ
キンクロハジロ
スズガモ
ホオジロガモ
ミコアイサ
カワアイサ

カイツブリ
カンムリカイツブリ
ハジロカイツブリ

キジバト
アオバト

カワウ
ウミウ

アオサギ
ダイサギ
チュウサギ
コサギ

ヘラサギ
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オオバン

ツツドリ
カッコウ

コチドリ
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●
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●

●

●
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 カモメ科

 ミサゴ科

 タカ科

 フクロウ科

 カワセミ科

 キツツキ科

 ハヤブサ科

 モズ科

 カラス科

 シジュウカラ科

 ヒバリ科

 ツバメ科

 ヒヨドリ科

 ウグイス科
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科・種名

北海道野鳥だより  第212号（2023）
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タカブシギ
キアシシギ
ソリハシシギ
イソシギ
トウネン
オジロトウネン
ヒバリシギ
アメリカウズラシギ
エリマキシギ

ウミネコ
カモメ
オオセグロカモメ

ミサゴ

トビ
オジロワシ
チュウヒ
ツミ
ハイタカ
オオタカ
ノスリ

フクロウ

カワセミ
ヤマセミ

アリスイ
コゲラ
オオアカゲラ
アカゲラ
クマゲラ
ヤマゲラ

チゴハヤブサ
ハヤブサ

モズ

カケス
ミヤマガラス
ハシボソガラス
ハシブトガラス

ハシブトガラ
ヤマガラ
ヒガラ
シジュウカラ
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 エナガ科

 ムシクイ科

 メジロ科

 センニュウ科

 ヨシキリ科

 ゴジュウカラ科

 キバシリ科

 ミソサザイ科

 ムクドリ科

 ヒタキ科

 スズメ科

 セキレイ科

 アトリ科

 ホオジロ科

数
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録
記

科・種名
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●

●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●
●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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7
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観察種類数
参加者数

※ 1　27回実施（８月28日の鵡川河口、11月13日のウトナイ湖、１月21日の小樽港は中止しました）
※ 2　総観察種　40科　128種、１回平均　24.3種
※ 3　延参加者数　884人、１回平均　32.7人
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　日　時：2023年４月12日（水）午後２時～３時30分
　場　所：かでる２・７　110会議室
　樋口孝城会長挨拶のあと、議長に栗林宏三氏を選出し
た。審議のうえ、原案通り可決、承認された。

【会長挨拶要旨】
　このような状況下ではあるが、探鳥会の参加者も多く、
ほぼ予定した探鳥会が開催できて、大変喜んでいる。完全
に元の状態に戻るのはもう少し先になろうかと思うが、幸
いに会員が増加して推移しており、参加者の皆さんに、よ
り楽しんでいただける会にすべく、次期の体制を担う人材
の養成を図ってゆきたい。

（議事）
１．2022年度事業報告
〔 総　務 〕
　⑴　野鳥写真展の開催（札幌エルプラザ）
　　期　間：2022年５月10日（火）～23日（月）
　　出　展：19名　37点
　　引き続き６月１日（水）～30日（木）
　　野幌森林公園自然ふれあい交流館にて実施
　⑵　「北海道野鳥だより」の発送「208号～211号」
　⑶　新年講演会・野鳥写真映写会：中止
　⑷　北海道野鳥愛護会の名前入りカレンダーの
　　　作成・販売：中止
　⑸　定例役員会の開催（毎月１回、計12回）：予定通り
　　　開催
　⑹　傷害保険の更新（対象者 124名　保険料2,505円）

〔 広　報 〕
　⑴　「北海道野鳥だより」の発行「208号～211号」
　　　（野鳥だより編集委員会）
　⑵　北海道野鳥愛護会ホームページの維持・運営
　　　（ホームページ運営委員会）
　⑶　年間予定表配布

〔 探　鳥 〕
　⑴　探鳥会の開催　27回（延参加者数884人　１回平均
　　　32.7人）
　⑵　宿泊探鳥会・小樽港探鳥会：中止
　⑶　いしかり調整池環境保全活動
　　・６月22日に花壇の植栽
　　・７月21日に水やり
　　・８月31日・９月４日・10月１日・10月31日に清掃活動

〔 その他 〕
・2022年度は各位のご努力により新規会員数が漸増して
きており、大変ありがたい傾向

２．2022年度決算報告
　 2022年度決算報告書（別掲の通り）

３．会計監査報告
　 白澤昌彦監事から適正処理の報告があり、承認

４．2023年度事業計画
〔 総　務 〕
　⑴　野鳥写真展の開催　
　　期　間：2023年５月10日（水）～23日（火）
　　　　　　午前９時～午後６時
　　場　所：札幌エルプラザ２F
　　引き続き野幌森林公園自然ふれあい交流館にて写真展
　　期間：2023年６月１日（木）～30日（金）
　⑵「北海道野鳥だより」の発送「212号～215号」
　⑶　新年講演会・野鳥写真映写会の開催
　　　会場・内容未定：９月頃までに詳細を決定
　　　2024年１月13日（土）の実施を計画
　⑷　定例「役員会」の開催（毎月１回、計12回）
　⑸　傷害保険の更新
　⑹　関連団体との協力（野幌森林公園を守る会など）

〔 広　報 〕
　⑴　「北海道野鳥だより」の発行「212号～215号」
　　　（野鳥だより編集委員会）
　⑵　北海道野鳥愛護会ホームページの維持・運営
　　　（ホームページ運営委員会）
　⑶　年間予定表の各施設への配布

〔 探　鳥 〕
　⑴　探鳥会の開催　29回（小樽港探鳥会も実施を計画）
　　・宿泊探鳥会：今年度も中止とするが、次年度以降
　　　不定期開催を含めて検討
　⑵　いしかり調整池環境保全活動：継続実施
　⑶　探鳥環境悪化に伴い、植苗ウトナイに代わり茨戸
　　　川緑地を探鳥地とする

５．2023年度予算
　 2023年度予算書（別掲の通り）

2023年度総会報告

北海道野鳥だより  第212号（2023）



－12－

個  人
家  族
団  体
合  計

会報発送費、切手代、
ホームページ維持費 

６．2023年度役員人事（留任）
　　顧　　問　　藤巻裕蔵、小堀煌治、戸津髙保
　　会　　長　　樋口孝城　　 
　　副 会 長　　富川　徹、栗林宏三、横山加奈子
　　監　　事　　白澤昌彦、松原寛直
　　代表幹事　　畑　正輔
　　幹　　事　　　
　　（総　務）◎辻　雅司、竹内　強、中村　隆、
　　　　　　　　畑　正輔（兼）、田中冬彦
　　（会　計）◎横山加奈子（兼）、原　美保、浜野チヱ子

　　（探　鳥）◎早坂泰夫、梅木賢俊、門村德男、
　　　　　　　　北山政人、道場　優、鷲田善幸、
　　　　　　　　佐藤ひろみ、 富川 徹（兼）、 臼田 正（兼）、
　　　　　　　　栗林宏三（兼）、新城　久、鈴木幸弥、
　　　　　　　　藤吉　功、大垣　創
　　（広　報）◎國本昌秀、樋口孝城（兼）、川路則友、
　　　　　　　　道川富美子、中田達哉、臼田　正、　
　　　　　　　　先崎理之
　　　　　　　　　　　　　　　　　◎：各担当代表

北海道野鳥だより  第212号（2023）

項　目 

個人会費

家族会費

団体会費

活動収入

雑 収 入

寄 付 金

小 計

繰 越 金

合    計

前納、後納を含む

役員会中止等還付金

個人寄付

503,000

155,000

5,000

1,500

21,701

6,000

692,201

258,933

951,134

520,000

150,000

5,000

111,000

1,789

10,000

797,789

232,211

1,030,000

2021年度決算 2022年度予算

520,000

166,000

5,000

0

2,500

0

693,500

232,211

925,711

2022年度決算額

0

16,000

0

▲111,000

711

▲  10,000

▲104,289

0

▲104,289

   予算比（▲減） 備　　　　　考

2022年度　　決　算　書
（収入の部） （支出の部）

項　目 

印 刷 費

通 信 費

会 議 費

活 動 費

消耗品費

事務所費

傷害保険費

雑　　費

予 備 費

基金積立

小 計

次年度繰越

合 計

野鳥だより印刷費他 

役員会、総会会場費 

 

事務用品他 

事務所費用 

保険代 

設備利用料他 

 

 

 

当年度余剰金

422,836

196,979

40,600

8,100

5,208

40,000

5,200

0

0

718,923

232,211

951,134

388,000

161,000

42,100

94,000

25,000

40,000

2,500

10,000

267,400

1,030,000

1,030,000

2021年度決算 2022年度予算
388,080

157,416

37,500

0

21,326

40,000

2,505

0

0

646,827

278,884

925,711

2022年度決算額
80

▲ 3,584

▲ 4,600

▲ 94,000

▲ 3,674

0

5

▲  10,000

▲267,400

▲383,173

▲104,289

予算比（▲減） 備　　　　　考

2023年度　　予　算　書
（収入の部） （支出の部）
項　目 

個人会費

家族会費

団体会費

活動収入

雑 収 入

寄 付 金

小   計

繰 越 金

合   計

前納、後納を含む  

講演会、小樽探鳥会  

利息他  

個人寄付  

530,000

141,000

5,000

143,000

2,116

10,000

831,116

278,884

1,110,000

520,000

166,000

5,000

0

2,500

0

693,500

232,211

925,711

2023年度予算 2022年度決算

10,000

▲ 25,000

0

143,000

▲ 384

10,000

137,616

46,673

184,289

増　減 備　　　　　考 項　目 

印 刷 費

通 信 費

会 議 費

活 動 費

消耗品費

事務所費

傷害保険費

雑　　費

予 備 費

基金積立

小 計

次年度繰越金

合　　計

野鳥だより印刷費  

会報発送費、切手代、ホームページ維持費 

役員会、総会会場費  

会場費、バス代  

事務用品他

  

保険代  

設備利用料他  

390,000

163,000

40,600

110,000

24,000

40,000

18,000

10,000

314,400

0

1,110,000

0

1,110,000

388,080

157,416

37,500

0

21,326

40,000

2,505

0

0

0

646,827

278,884

925,711

2023年度予算 2022年度決算

1,920

5,584

3,100

110,000

2,674

0

15,495

10,000

314,400

0

463,173

▲278,884

184,289

増　減 備　　　　　考

積立基金特別会計
（2022年度収支決算）（2023年度収入予算） 会　員　数

項　　　目
積 立 金

一般会計より繰入
収入（記念誌販売）
差 引 合 計

289,990
0
0

289,990

項　　　目
積 立 金

一般会計より繰入

合　　計

金　額
289,990

0

289,990

金　額 2019. 4. 1
261名

 132名（59家族）
1会員
394名

2020. 4. 1
252名

135名（60家族）
1会員
388名

2021. 4. 1
238名

120名（53家族）
1会員
359名

2022. 4. 1
246名

117名（51家族）
1会員
364名

2023. 4. 1
262名

113名（50家族）
1会員
376名
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ハギマシコ　　齋藤佑朱さん撮影

エナガ　　大垣　創さん撮影

　円山公園探鳥会は、ウソに会えると楽しみに出かけま
す。今年はいいお天気で、寒くなく探鳥日和でした。最初
に池に向かいます。途中の木々の上の方にカラ類がいます
が、探すといつも首が痛くなります。池は水面が少し開い
ていましたが、マガモは雪の上で休んでいました。
　北一条通りに出て、第二鳥居をくぐり、左手の道を梅
園、桜園に。時間を取って沢山の目で探したけど、とうと
うウソは出てくれませんでした。参道ではハシブトガラ、
ヤマガラが近くで見られ、エゾリスが来てくれて、残念な
気持ちを慰めてくれました。
　その後も鳥の姿は少なく、黙々と動物園まで行き、木道
を降り、広場を渡り、少し山を上がった所にある慰霊碑ま
で行きました。前回はここで色々見られたのにやはり駄目
かと思ったら、円山公園に詳しい幹事さんがもっと先まで
案内してくれ、なんとハギマシコを見つけてくれました。

少し遠かったけど、カツラの木に数羽が見えました。足元
が悪くて、スコープを見せてもらうのに、移動するのも大
変という場所です。そのうちに何かに驚いて飛んだら大群
でした。近くに降りたというので慰霊碑まで戻り、そこで
またじっくり見ることができました。終わり良ければ全て
良しではありますが、ウソも見たかったなと思いながら帰
途につきました。
　私は会計幹事をしています。円山公園は交通アクセスが
いいので、他の探鳥会は行けないけどここだけは来るとお
っしゃって、会費を払ってくださる方がいらっしゃいま
す。３月末に沢山の方が振込をしてくださいますが、支払
いの場として定例探鳥会もぜひご利用ください。
【記録された鳥】マガモ、トビ、コゲラ、アカゲラ、ハシ
ボソガラス、ハシブトガラス、ハシブトガラ、ヤマガラ、
ヒガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ゴジュウカラ、スズ
メ、カワラヒワ、ハギマシコ、ツグミ　　　　　以上16種
【参加者】青木あけみ、荒木良一、今村三枝子、臼井奈津
子・辿、臼田　正、北山政人、久保宏幸、栗林宏三、小畠
俊幸、齋藤佑朱、佐藤直美、杉山次郎、鈴木幸弥、高橋き
よ子、竹中悦子、千坂野梨子、辻　雅司、坪田亜希子、
道場　優、豊口笑子、鳥谷峰　修・由紀・心、成田光子、

西窪翠子、畑　正輔、鉢呂まゆみ・星音、早坂泰夫、原
美保、平澤路生、藤田　潔、辺見敦子、本間康裕、前田美
紀枝、前寺博篤・恭代、松原敏子、水上正幸、宮﨑恵子、
本杉政司・朋子、山本昌子、横山加奈子、吉田慶子　計46名
【担当幹事】臼田　正、鈴木幸弥、原　美保

　湖岸を歩くとヨシガモなどが見られ、青空にはオジロワ
シ。タンチョウも飛びました。ネイチャーセンターの駐車
場では、エナガをじっくり観察できました。

【記録された鳥】オオハクチョウ、ヨシガモ、ヒドリガ
モ、マガモ、コガモ、ホオジロガモ、カワアイサ、アオサ
ギ、ダイサギ、タンチョウ、トビ、オジロワシ、ハシボソ
ガラス、ハシブトガラス、ハシブトガラ、ヤマガラ、シジ
ュウカラ、ヒバリ、ヒヨドリ、エナガ、ゴジュウカラ、ツ
グミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上22種
【参加者】会川　隆、市橋栄二、岩崎智代、臼田　正、
大垣　創、川端　純、久保宏幸、近藤章子、斎藤貴子、
新城　久、杉山次郎、辻　雅司・方子、土田敏子、鳥谷峰
修・心、西窪翠子、畑　正輔、早坂泰夫、丸勢文現・亜希
子、鷲田善幸　　　　　　　　　　　　　　　　　計22名
【担当幹事】辻　雅司、鷲田善幸

　夏鳥が続々と渡って来るこの時期は、どの公園へバード
ウオッチングに出掛けようか迷ってしまいます。今回は探
鳥会が開催される野幌森林公園へ行くことにしました。こ
の公園は鳥見を始めた年にフクロウを見た印象深い場所で
す。ワクワクしながら車に乗り込みました。
　集合場所に到着しますと、３週間前に訪れた時には見ら
れなかったエゾエンゴサクが開花しており、季節の移り変
わりを感じました。
　時間となり、幹事の方を先頭に森の中へと出発です。す
ぐに鳥のさえずりが聞こえ、枝の中を動く姿も見えます。
双眼鏡で確認しながら時々足元の山野草も鑑賞しました。

北海道野鳥だより  第212号（2023）

ウ　ト　ナ　イ　湖
2023. 3. 19

円　山　公　園
2023. 3. 5

札幌市中央区　原　美保

野　幌　森　林　公　園
2023. 4. 23

札幌市南区　齊藤　律子
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キレンジャク　　藤吉　功さん撮影

ハイイロヒレアシシギ　　北山政人さん撮影

常連のカラ類のほかウグイスの声が聞こえ、ハイタカの姿
も見えましたが、この日は特にゴジュウカラとコゲラがた
くさん見られました。
　嬉しかったのはベニマシコが遊歩道沿いに現れてくれた
ことです。細かい枝間を飛び移っていなくなりました。し
ばらく歩いた後で開けた場所に出たら、再び先ほどのベニ
マシコが遠くの木にとまっているのが見えました。お腹が
ふっくらして可愛らしいメスです。姿は小さいですが何と
かカメラに収めることができました。 
　後半にはレンジャクの群れが見られました。３週間前も
同じ場所で観察しましたが、数がずいぶんと増えていまし
た。図鑑を調べると北海道ではキレンジャクの群れにヒレ
ンジャクが少し交じる程度だそうです。この群れもそうで
した。年によってはヒレンジャクの飛来数が多いこともあ
るようです。私は今までヒレンジャクの方をよく見てきた
ので、そういう年だったのかもしれません。

　本会の探鳥会に何度か参加しましたが、今回もベテラン
の方々に教えていただきました。これからも勉強を続けて
野鳥を見つける力を身につけていきたいです。雨が降った
り雪もちらついたりする天候の中、たくさん歩き万歩計は
13,000歩を超えました。目当てのフクロウなどには会えま
せんでしたが、それは次の楽しみにしたいと思います。
【記録された鳥】オシドリ、マガモ、コガモ、キンクロハ
ジロ、カイツブリ、キジバト、トビ、ハイタカ、コゲラ、ア
カゲラ、ヤマゲラ、ハシブトガラス、ハシブトガラ、ヤマ
ガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス、キレン
ジャク、ヒレンジャク、ゴジュウカラ、キバシリ、アカハ
ラ、ツグミ、カワラヒワ、ベニマシコ、アオジ      以上27種

【参加者】青木武男・あけみ、市橋栄二、大表順子、大橋
路子、久保宏幸、栗林宏三、小西芙美枝、齊藤潤太郎・律子、
斎藤貴子、佐川健次、佐藤郁子、佐野純子、杉山次郎、辻
雅司・方子、道場　優、富川　徹、鳥谷峰　修・心、納屋
明美、西窪翠子、畑　正輔、林　仁子、福士一徳、藤田　潔、
藤吉　功、辺見敦子、松原寛直・敏子、水上正幸、武藤幹
太・大翔、森田康志、横山加奈子、吉田　功・美子、吉田
慶子、吉田久子、吉永和世　　　　　　　　　　以上41名
【担当幹事】栗林宏三、藤吉　功

　ヒシクイはすでに北上し、マガンは２万羽ほど。カンム
リカイツブリ、ハイイロヒレアシシギが見られました。
【記録された鳥】マガン、コハクチョウ、オオハクチョ
ウ、ヨシガモ、ヒドリガモ、カルガモ、ハシビロガモ、オ
ナガガモ、シマアジ、コガモ、ホシハジロ、キンクロハジ
ロ、スズガモ、カイツブリ、カンムリカイツブリ、キジバ
ト、アオサギ、オオバン、セイタカシギ、ハイイロヒレア
シシギ、トビ、オジロワシ、チュウヒ、ハイタカ、アリス
イ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、シジュウカラ、ヒ
バリ、ウグイス、ムクドリ、コムクドリ、ツグミ、ノビタ
キ、ニュウナイスズメ、ハクセキレイ、カワラヒワ、アオ
ジ、オオジュリン　　　　　　　　　　　　　　以上39種
【参加者】石塚　肇・鈴子、伊藤知佳子、井上　剛、臼田
正、大道　彰、北山政人、熊谷明史、栗林宏三、近藤章子、
佐藤ひろみ、辻　雅司・方子、富川　徹、中田勝義、畑　正
輔、早坂泰夫、林　仁子、樋口孝城、山崎　悟　以上20名
【担当幹事】栗林宏三、佐藤ひろみ

※４月16日のモエレ沼は雨天中止としました。

宮　島　沼
2023. 4. 30
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表紙の鳥　　　キクイタダキ

　冬になると、針葉樹が密になっている「帯広の森」でキクイ
タダキが見られます。11月から３月まで、他の小鳥たちと行動
を共にし、越冬しているのです。 
　今年の３月17日、この日も小鳥の群れを探して、一緒にいた
キクイタダキを見つけました。ところがいつもと様子が違いま
す。針葉樹にいませんでした。さらに２組のペアに分かれ牽制
しあってます。そろそろ越冬も終わり山に帰る日が近づいた
ね、と春を感じながら撮った１枚です。   吉川　健一（帯広市）
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1980年代の植苗ウトナイの探鳥会

植苗ウトナイのシマアオジ　1996.6.9 
　　　　　　　　　　　　　　山田良造さん撮影

植苗ウトナイの最後の探鳥会
かつての草原は低灌木に覆われている　2022.6.5

　211号で告知しましたが、植苗ウトナイ探鳥会は植生環
境の変化により、昨年６月の開催を最後に終了としまし
た。探鳥会幹事を務めてきた鷲田善幸さんの寄稿です。

　植苗ウトナイ探鳥会は、1971年６月５日に行った第１
回から2022年６月５日まで計47回実施されました。天候
不良やコロナ禍で中止になった年が５回あります。
　私が初めて参加したのは、1995年６月11日の第25回目
でした。その時は草原でシマアオジがさえずっていまし
た。私はそれから20回ほどの参加となります。
　苫小牧市郊外のJR植苗駅前から舗装された市道植苗停
車場線を歩き、途中から未舗装の雑木林の中をたどり、
草原と灌木林沿いを通り、美々川河口近くのウトナイ湖
畔までの約1.5㎞の探鳥コースでした。ウトナイ湖野生鳥
獣保護センターからウトナイ湖サンクチュアリネイチャー
センターまでの探鳥コースであるウトナイ湖北側のウト
ナイ湖探鳥会に比べ、舗装道路沿いの林と草原の環境が
ありました。初期は、シマアオジが普通に見られ、オオ
ジシギ、アカモズ、ヒバリ、コヨシキリ、ノビタキ、ホ
オアカなどの草原性の鳥がよく見られました。シマアオ
ジが見られたのは2002年の探鳥会が最後でした。

　かつては湖畔へ抜ける道の両側が１ｍ位の低い灌木と
草原でしたが、灌木が成長し２ｍ位になって見通しがき
かなくなり、草原の大部分が灌木林になってきました。
そのため草原性の鳥が減ってしまいました。
　2019年に市道植苗停車場線沿いの東側の雑木林が400ｍ
位伐採されていました。センダイムシクイやキビタキが
よく見られましたが、伐採後は数が減ったようです。
　2017年から2022年は、日本野鳥の会苫小牧支部と共催
となりました。苫小牧支部の探鳥会を増やそうというこ
とになり、私が2007年から北海道野鳥愛護会の探鳥会幹
事をしていたので共催させていただきました。苫小牧支
部員は毎回５、６名参加していました。
　湖畔への道は、以前カヌー乗りの人が通っていました
が、その人たちが通らなくなり、道沿いの灌木の枝が張
り出したり、草に覆われたりして荒れ果てて歩行困難に
なりました。
　環境の変化により草原性の鳥が出現しなくなったこと
と、湖畔への道が荒れて歩行困難になったことが植苗ウ
トナイ探鳥会を中止した理由です。
　愛護会創設のころから実施されていた植苗ウトナイ探
鳥会が終了になったのは大変残念です。

※本稿は北海道野鳥愛護会が2021年３月に発行した「私
たちの探鳥会」（ｐ34～ｐ42）と、2020年６月発行の北
海道野鳥だより第200号（ｐ４、ｐ15）を参考にいたしま
した。

環境変化に伴う植苗ウトナイ探鳥会の終了に寄せて
日本野鳥の会苫小牧支部長　鷲　田　善　幸
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〔 北海道野鳥愛護会 〕 年会費　個人 2,000 円、家族 3,000 円（会計年度４月より） 郵便振替  02710－5－18287
札幌市白石区本通１丁目南２－38　北海道自然保護協会気付　北海道野鳥愛護会　   （011）876－8546〒003－0026

HPのアドレス https://aigokai.org

【野幌森林公園】
　2023年７月９日（日）、９月10日（日）
　野幌森林公園も７月と９月とでは
それぞれ異なる趣があります。大沢
園地で昼食をとり、大沢口に戻るの
は13：00ごろになります。

　集　合：野幌森林公園大沢口　9：00
　交　通：JRバス　新札幌駅発（文京台循環線新83）
　　　　　「文京台南町」下車　徒歩10分

【石狩川河口】2023年８月20日（日）
　石狩浜・河口で主にシギ・チドリ、草地ではホオアカや
ノビタキなどを楽しみます。はまなすの丘公園ヴィジター
センターの前から浜に出て河口まで砂浜を歩きます。河口
からは石狩川に沿って戻ります。12：00ごろに駐車場で鳥
合わせをして、解散します。
　集　合：はまなすの丘公園ヴィジターセンター駐車場　
　　　　　 9：30
　交　通：中央バス　札幌ターミナル発（石狩行）
　　　　　「石狩」下車、徒歩20分

【鵡川河口】2023年８月27日（日）
　鵡川河口付近の自然干潟や人工干潟で主にシギ・チドリ
を観察します。11：30ごろに人工干潟付近で鳥合わせをし
て、解散します。
　集　合：道の駅むかわ四季の館駐車場　9：30
　交　通：JR鵡川駅下車　徒歩10分（道南バス札幌発浦
　　　　　河行き「高速ペガサス号」早朝便はありません）

【いしかり調整池】2023年９月３日（日）
　この時期、いしかり調整池にやってくるシギ・チドリを
主に観察します。また、水鳥を狙って猛禽類もやってきま
す。11：30ごろに鳥合わせをして、解散します。
　集　合：いしかり調整池駐車場　9：30
　交　通：公共の交通機関はありません。

【宮島沼】2023年９月24日（日）
　秋のマガン渡来のピークを迎えます。ヒシクイ、ハク
チョウ、カモ、カイツブリ類などの姿も見られます。時に
は猛禽類が上空にあらわれ水面の水鳥たちが一斉に飛び立
つ場面なども見られます。11：30ごろに鳥合わせをして、
解散します。
　集　合：湖畔　10：00
　交　通：中央バス　岩見沢ターミナル発（月形線21番）
　　　　　「大富」下車　徒歩15分

☆雨具、観察用具、筆記用具などお持ちください。
☆悪天候で中止の場合があります。
☆問い合わせ　北海道自然保護協会　011－876－8546
　　　　　　　10：00～16：00（土日、祝祭日を除く）

◆2023年度　野鳥写真展　出展者・作品◆

5月10日（水）～23日（火）　札幌エルプラザ２F

市橋　栄二・・・センダイムシクイ、ヒガラ
臼田　　正・・・ハイタカ、オオソリハシシギ・ツルシギ
大垣　　創・・・スズメ、キクイタダキ
大西　智子・・・ノゴマ、バン
鎌田　要子・・・ヤマセミ、ノビタキ（巣立ち雛）
近藤　章子・・・ヘラシギ、アマサギ
佐伯　武美・・・ミヤマホオジロ、クマゲラ
佐川　健次・・・ツグミ、キビタキ
佐藤ひろみ・・・ヘラサギ、カナダヅル
品川　睦夫・・・ツグミ、カケス
高島　　均・・・エナガ、アカアシシギ
高橋　良直・・・マガン、ハクガン
辰巳　研一・・・キクイタダキ、ユキホオジロ
辰巳　昌江・・・ヘラシギ、アカハラ
富川　　徹・・・チョウセンメジロ、オジロワシ
中村俊太郎・・・コルリ、オオワシ
中村　　隆・・・ヤマセミ、フクロウ・アカゲラ
早坂　泰夫・・・フクロウ、カッコウ
平澤　路生・・・キクイタダキ
藤吉　　功・・・エナガ、カワラヒワ
武藤　幹太・・・ウズラ、オオジシギ
吉川　健一・・・カワアイサ（親子）、エナガ（幼鳥）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   以上22名43点
※野幌森林公園自然ふれあい交流館で６月30日まで展示後、
　当会HP「Photo Album→WEB版野鳥写真展」で閲覧可能。

【新しく会員になられた方々】
荒木　良一　　　　（札幌市東区）
小川　大和　　　　（千歳市）
石川　恵子　　　　（札幌市豊平区）
斎藤　貴子　　　　（札幌市厚別区）
辻　　由美・祥子　（札幌市手稲区）
樋田　耕治・志津子（千葉県松戸市）
佐藤　郁子　　　　（札幌市厚別区）
納谷　明美　　　　（札幌市厚別区）
齊藤潤太郎・律子　（札幌市南区）
瀧本　　薫　　　　（千歳市）
佐々木章人　　　　（北見市）
佐藤　直記・博子　（札幌市北区）
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